
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】座標空間のベクトルを成分で表すことを知り，その計算法則や性質が，

      平面上のベクトルと同様に考えられることが理解できる。
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□ベクトルの成分

　座標空間の原点をとし，ベクトルに対して

となる点をとり，の座標を

    とする。

　また，つの点    ，    ，

    をとり，

　  ，  ，  

とすると，右の図において

　　

　　     ，     ，    

　よって，上のベクトルは，次の形にただ通りに表すことができる。

　　　　　　　　　　　　        

        

   





　このベクトル  ，  ，  を，座標軸に関する基本ベクトルという。

　また，つの実数  ，  ，  をベクトルの成分といい，

 を成分，  を成分，  を 成分という。

　ベクトルは，その成分を用いて，次のようにも書き表す。

これをの成分表示という。

　　　　　    

特に，基本ベクトルや零ベクトルについては，次のようになる。

　　       ，       ，       ，    

　ベクトルを，原点を始点とする有向線分を用いて，と表すと，の成分の組

    は，終点の座標と一致する。よって，つのベクトル    ，

    について，次のことが成り立つ。

　　　　　　　　 　    ，    ，   

　また，ベクトルの大きさ  は，線分の⾧さであるから，次のようになる。
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ベクトルの大きさは、各成分の２乗の和にルートを付ける

（成分の分増やせばＯＫ）

　　　　　

□成分によるベクトルの演算

　ベクトルの和，実数倍は，平面の場合と同様に，次のように表される。

                 

           

差も同じように成り立つ

　一般に，，を実数とするとき，次のことが成り立つ。

　　                        

特に　                   

問３）   ，   のとき，次のベクトルを成分表示せよ。

　　　　また，その大きさを求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　



係数を分配して掛けて、

あとは成分ごとに

足したり引いたりしよう

ベクトルの大きさは、

各成分の２乗の和に

ルートを付ける

成分が増えただけで

基本平面と同じように

      

    

   

     

      

    

  

   
    

      

   
    

      
   
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      

     

   

  

     
    

成分が増えただけで

基本平面と同じように

問４）    ，   ，    のとき，

　　　　　ベクトル    をの形に表せ。



とおくと

　　              

　　　　　　   

よって　　
    ①

    ②

   ③

これを解いて　，，

したがって　　

①② より ④

③④ より

したがって　

③より　

①より　

□点の座標とベクトルの成分

　座標空間の点    ，    と原点について，

    ，    であるから

　　　　　　　　

　　　　　　　　　       

　　　　　　　　　         



         

         

    


  


   

の場合は「からを引く」

これも平面のときと同じ

したがって，ベクトルの成分と大きさは次のようになる。

  ○ □ のとき

　　   ○ □  

の場合は「からを引く」

これも平面のときと同じ

例４）点    ，   について

　　　      

　　　    
    　　　　
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